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１. はじめに
Substance P (SP) を含有する神経は､ 胃・食
道接合部を含む消化管全域の管壁に分布しており
(Bartho and Holzer, 1985; Costa et al., 1981;
Daniel et al., 1985; Domoto et al., 1983; Ekblad
et al., 1987)､ 消化管の運動調節に深く係わってい
る｡ また､ SPは消化管の管壁を構成する輪走筋及
び縦走筋に対して強い収縮作用を示すことが知られ
ている (Bartho and Holzer, 1985; Costa et al.,
1985; Domoto et al., 1983; Lidberg et al., 1982;





(Leander et al., 1982)､ 胃体部及び幽門洞の輪走
筋 (Merlo and Cohen, 1989) ではSPによって誘
発される収縮はatropineで抑制されるので､ 収縮作
用の一部はacetylcholineの放出を介して生じると
されている｡ 一方､ ネコ幽門括約筋 (Merlo and
Cohen, 1989) ではSPの収縮作用はatropine非感受
性であるとされている｡ また､ 小腸の平滑筋では
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KCl 4.16mM､ CaCl２ 2.5mM､ MgSO４ 1.16mM､
NaH２PO４ 1.16mM､ NaHCO３ 1.16mM､ dextorose
11.1mMで作成した｡ カルシウムフリークレブス液
については､ 上記クレブス液からCaCl２ 2.5mMを

















±49.3％ (n＝30) に達した｡ また､ SPは濃度依存
性にLES筋条片の収縮を誘発した (図２)｡ 収縮作
用を示すSPの閾値は10－10Mであり､ EC50は (平均
±SD) 3.0×10－８±8.0×10－９M (n＝４) であった｡
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10－７M) で誘発された収縮はatropine (10－５M) に
影響されたが､ 高濃度のSP (10－６M) による収縮
はatropineの影響を受けなかった (図３)｡ カルシ
ウムチャンネル阻害薬diltiazem (10－５M) は､ SP
(10－８M､ 10－７M､ 10－６M) による収縮を低下させ
た (図４)｡ 10－６M濃度のSPによる収縮反応は､
diltiazem存在下で対照 (非存在下) の約19％まで
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力は､ 予めprocaine (3×10－３M) を投与しておく

















究でネコ幽門括約筋 (Merlo and Cohen, 1989)
やイヌ胃平滑筋 (Fox et al., 1983) で､ in vivoの
研究でイヌ回腸 (Daniel et al., 1982) で認められ
ている｡ また､ イヌ胃体では､ SPの作用はin vivo
でatropineによって抑制されるのに対し､ in vitroでは










al., 1990; Rothstein et al., 1991; De Schepper





機構が知られているが (Holzer and Lippe, 1984)､
細胞外からのカルシウムイオンの流入も起こるとの
報告がある (Fujisawa and Ito, 1982; Holzer and
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